
記者発表資料
平 成 ２ ４ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日
阿武隈川水系（下流支局）・名取川水系
水質汚濁対策連絡協議会 事務局
国土交通省 仙台河川国道事務所

オイルフェンス設置訓練を実施！

～冬の備えを万全に～

阿武隈川水系（下流支局）・名取川水系水質汚濁対策連絡協議会
では、冬場の暖房などによる灯油の使用や、降雪・凍結による交通
事故での油流出のリスクが高くなる時期を前に、毎年、国・県・流
域市町、消防等の関係機関との協働により、油流出事故を想定した
オイルフェンス訓練を実施しています。

今年は、阿武隈川を会場に実施しますので、お知らせします。

河川の水は、飲料水・工業用水・かんがい用水など多目的に利用されています。
また、河川は、さまざまな生物の生息場所であり、住民の憩いの場ともなって

おります。

このような河川において、地域住民の生活に重大な影響を及ぼす様な水質事故
が発生した場合には、その処理に多大な労力と費用を要します。

水質事故規模の大小に関わらず、水質事故を発生させないことが一番でありま
すが、万一水質事故が発生してしまった場合には、被害を最小限にくい止めるた
め迅速な対応が重要です。

【実施月日】 平成２４年１０月３１日（水） ９：３０～１２：００
［予備月日 平成２４年１１月 ６日（火） ９：３０～１２：００］

【実施場所】 亘理町逢隈田沢字下川前地内（阿武隈川右岸10.4km河川敷）

【実施内容】 ① 準備工・オイルフェンス展張
② メーカーによる小排水路での処理方法等の実演・資材展示

【実施機関】 流域市町、消防本部、関係機関、油処理剤メーカー 約８０名

記者発表先：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会

問 い 合 わ せ 先

阿武隈川水系（下流支局）・名取川水系水質汚濁対策連絡協議会
事務局 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

仙台市太白区郡山五丁目六番六号
TEL ０２２－２４８－４１３１（代表）
河川管理課長 高梨 浩志 （内線３３１）

専門官 齋藤 昭二 (内線３３５）



【参考】

※ H24 年は９月末までの集計

・阿武隈川では過去５年で最多、名取川は昨年の半
分のペースで発生している。

・阿武隈川での水質事故の発生要因は油系の流出が
主であるが、名取川はペンキ、中性洗剤の不法投棄
である。

・これからの冬期シーズンを迎え、さらに増加する
事が懸念される。

阿武隈川下流（宮城県）水質事故件数
（Ｈ20.1～Ｈ24.9）
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名取川水質事故件数
（Ｈ20.1～Ｈ24.9）
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国土交通省　仙台河川国道事務所
　　　　　　岩沼出張所　阿武隈大堰管理分室
〒989－2383
宮城県亘理郡亘理町逢隈田沢字砂押35-1
TEL(0223)34-6941　FAX(0223)34-6942



（参考）

昨年のオイルイルフェンス設置訓練実施状況
【H23.10.31 阿武隈川左岸河川敷 岩沼市押分地内】

開会式 準備工：ロープ結び

取材状況 オイルフェンスの繋ぎ合わせ

油処理資材メーカー

による展示・実演状況


